
小さなまちで、「つい、かかわり続けたくなる関係人口」と、まちの案内人や地域住民とのつながりを

創り出し続ける、『中間支援組織とコーディネーターを育て継ぐ』 挑戦（つい！プロ）
NPO法人プラットフォームあおもり

この事業の流れ
☞プロジェクトの設計＝自分達の暮らす小さなまちの「もったいない」に気づき、きちんと言語化
することで魅力に転換する作業を、その町で暮らす人達とコーディネーターが一緒に行う

☞プロジェクトの検証＝交流イベント等の実践を通じて、継続可能なプログラムを、地域住民や
案内人がつくりこんでいくスキルを向上させる

☞振り返りワークショップでのブラッシュアップ＝さまざまな立場の人間が多角的な視点で関与
することで、持続可能性を大きくしていく

☞課題や規模感を同じくする小さなまち同士が、相互信頼の上に立ってナレッジシェアを
繰り返し、それぞれの地域の中に実践知を積み上げていくことが私達の事業コンセプト

この事業のポイント ＝ 自分達が暮らし続けなくてはいけないまちをステージに、関係人口と案内人が一緒になって「繰り返して」みる
◎地域のかかわりしろを作り続ける力を支援するため、地域で暮らす人達と案内人とコーディネーターが一体となって、実践と振り返りを繰り返す
◎オンラインも活用し、失敗事例や作業過程も共有することで、次のステップにつなげる
◎それぞれが育てあうしくみをつくることで、前向きに課題に向き合う自立したまちをつくる
◎小さなまち同士が相互に学びあう信頼関係を構築することで、横展開にむけた素地を作る


